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特記事項 H8～H16に交差点内での人身事故が１６件発生しており、死亡事故は無いが非常に危険な交差点である。
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(一）三才大豆島中御所線と（一）北長野（停）中俣線との交差点で、両路線とも交通量が5,000台/12h以上と多い。現道は両路
線とも幅員が狭く歩道も狭い。このため交差点での渋滞が激しく交差点での人身事故が多発している。
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